
​企業経営の方向性及び情報処理技術の活用の方向性の決定​
​当社は、健康保健事業におけるデータ処理・分析業務の高度化と顧客サービスの質向上​

​を中核とした経営方針を掲げている。​
​・健康保健事業を取り巻く環境は、データ量の増加、個人情報保護の高度化、迅速なサー​
​ビス提供への社会的要請など大きく変化している。この変化に対応し、持続的に価値を提​
​供し続けるためには、業務プロセスのデジタル化とデータ活用の高度化が不可欠である。​
​そのため当社は、以下の3つをDXの基本方針として定めている。​

​これらの取り組みを通じて、当社は「データに基づく迅速で高品質な健康支援サービスを​
​提供する企業」への進化を目指します。​

​意思決定機関の決定に基づいていることの説明：​
​本方針は​​、取締役会に​​おいて審議・承認されたものであり、当社の中長期的な経営戦略​

​の柱として正式に決定された。経営層がDX推進の重要性を認識し、情報処理技術の活用を​
​企業成長の基盤と位置づけている。​

​また、DX推進委員会の設置による各部署を横断した体制構築など、経営層が主体となっ​
​て推進基盤を整備しており、継続的な改善を前提としたガバナンス体制のもとでDXの方針​
​が全社的に実行される仕組みを確立している。​


